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世
界
に
広
が
る
自
然
農
法

普
及
部 

国
際
課

海
外
普
及
25
周
年

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、１
９
８
９
年
に
タ
イ
・

コ
ン
ケ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
救
世
自

然
農
法
国
際
会
議
に
お
い
て
設
立
さ
れ

た
Ａ
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｎ
（Asia Pacific N

atural 
Agriculture N

etw
ork

・
ア
ジ
ア
太
平

洋
自
然
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
通
じ

て
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
へ
の

自
然
農
法
の
本
格
的
な
普
及
を
開
始
し
、

２
０
１
４
年
に
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
２
０
０
２
年
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
の
開
催
ま
で
世
界
の
六
大
州
で

７
回
の
救
世
自
然
農
法
国
際
会
議
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
（
国
際

有
機
農
業
運
動
連
盟
）
世
界
大
会
で
の
発

表
な
ど
を
通
じ
て
自
然
農
法
の
情
報
を
海

外
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
２
０
１
４
年
に
財
団
が
参
加

し
た
国
際
会
議
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

２
０
１
４
年
Ａ
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｎ
会
議

　

Ａ
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
に
お
い
て
２

年
毎
に
開
催
さ
れ
て
い
る
本
会
議
は
、

２
０
１
２
年
の
タ
イ
で
の
会
議
（
自
然

農
法
誌
67
号
に
詳
細
掲
載
）
に
続
き
、

２
０
１
４
年
は
７
月
25
日
と
26
日
の
両
日
、

マ
レ
ー
シ
ア
・
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
市
で
開

催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の

18
か
国
に
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
を
加
え
た

20
カ
国
か
ら
65
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
伊
藤
財
団
理
事
長
が
歓
迎

の
挨
拶
を
述
べ
、
続
い
て
20
カ
国
か
ら
の

参
加
者
が
各
国
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
の
で
、
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

ブ
ー
タ
ン

　

ブ
ー
タ
ン
へ
は
Ａ
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｎ
を
通
じ
て

１
９
９
３
年
に
自
然
農
法
と
Ｅ
Ｍ
技
術
が

紹
介
さ
れ
、
２
０
１
０
年
に
農
林
省
の
Ｃ

ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｂ
（
再
生
可
能
自
然
資
源
研
究
評

議
会
）と
の
間
に
協
定
書
を
結
び
ま
し
た
。

そ
し
て
Ｃ
ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｂ
が
管
轄
す
る
学
校
農

業
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
を
窓
口
と
し

て
、
国
内
外
で
ブ
ー
タ
ン
の
教
師
を
対
象

と
し
た
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ａ

Ｐ
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
か
ら
そ
の
親
達

へ
自
然
農
法
の
輪
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

　

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
本
拠
を
置
く
ニ
ア

リ
ー
・
ク
メ
ー
ル
協
会
が
２
０
０
４
年
に
設

立
さ
れ
、
こ
の
団
体
に
よ
っ
て
普
及
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
会
に
よ
る
自
然

農
法
と
Ｅ
Ｍ
技
術
の
研
修
会
は
、
プ
ノ
ン
ペ

ン
や
地
方
都
市
に
お
い
て
積
極
的
に
開
催

さ
れ
、
２
０
１
４
年
ま
で
に
軍
人
を
含
む

２
万
６
千
人
を
超
え
る
人
々
が
参
加
し
ま

し
た
。
同
協
会
の
農
場
で
は
ボ
カ
シ
を
使

用
す
る
事
で
バ
ナ
ナ
の
収
量
が
増
え
た
り
、

パ
ク
チ
ョ
イ
（
タ
イ
サ
イ
）
の
生
育
が
促
進

さ
れ
た
事
例
や
、
ゴ
ム
園
の
土
壌
が
改
善
さ

れ
ラ
テ
ッ
ク
ス
（
天
然
ゴ
ム
乳
液
）
量
が
増

え
た
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド

　

イ
ン
ド
で
は
肥
料
・
化
学
製
品
の
大
量

使
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
て
、
政
府
は

人
々
が
自
然
農
法
や
有
機
農
業
を
学
ん
で

農
薬
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
西
イ
ン
ド
の
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ

ト
ラ
州
で
は
果
樹
栽
培
に
Ｅ
Ｍ
技
術
が
導

入
さ
れ
、
ス
イ
ー
ト
ラ
イ
ム
の
果
実
が
大

き
く
な
り
、
落
果
も
減
っ
て
増
収
し
た
事

例
、
ブ
ド
ウ
、
ザ
ク
ロ
、
バ
ナ
ナ
の
病
害

が
軽
減
し
た
事
例
や
、
病
虫
害
が
減
っ
て

収
量
が
増
え
た
シ
ョ
ウ
ガ
や
ト
マ
ト
の
事

例
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
オ
ス

　

２
０
１
２
年
に
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
農

林
局
と
の
間
で
協
定
書
の
更
新
を
行
い
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者
か

ら
は
、
２
０
０
４
年
に
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ

ン
特
別
市
の
16
農
家
で
始
ま
っ
た
自
然
農

法
・
有
機
栽
培
が
、現
在
で
は
ビ
エ
ン
チ
ャ

国
際
会
議
を
通
じ
た
情
報
の
発
信

　
　
　
　

～
２
０
１
４
年
の
国
際
会
議
よ
り
～
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ン
市
７
郡
の
８
５
４
農
家
（
面
積
は
合
計

１
０
４
６
ha
）
に
広
が
っ
て
い
る
事
、
４

つ
の
郡
の
９
農
家
が
自
然
農
法
の
モ
デ
ル

農
家
で
あ
る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア

　

２
０
０
１
年
に
沿
海
州
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
に
設
立
さ
れ
た
団
体
が
、
沿
海
州
を
は

じ
め
ロ
シ
ア
の
他
の
地
域
へ
も
普
及
を
進

め
て
い
ま
す
。
個
人
の
家
庭
菜
園
実
践
者

か
ら
大
規
模
な
穀
物
・
野
菜
生
産
を
行
う

企
業
へ
と
普
及
の
輪
が
拡
が
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル

　

２
０
１
２
年
の
Ａ
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｎ
会
議
以

来
、
Ｅ
Ｍ
技
術
を
利
用
し
た
栽
培
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

キ
ュ
ウ
リ
の
生
育
が
よ
く
な
り
、
収
量
が

増
え
た
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
有
機
世
界
大
会

　

Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
（
国
際
有
機
農
業
運
動
連

盟
）
は
、
１
９
７
２
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
設

立
さ
れ
、
現
在
は
ド
イ
ツ
・
ボ
ン
に
本
部

を
置
く
、
世
界
の
有
機
運
動
を
推
進
し
て

い
る
最
大
の
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
で

す
。
約
１
２
０
カ
国
８
０
０
の
会
員
か
ら

な
り
、
日
本
で
は
当
セ
ン
タ
ー
を
含
む
16

の
団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
有
機
世
界
大
会
は

２
０
０
２
年
に
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、
３
年
毎
に
世
界
各
地
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
は
第
18
回

大
会
が
10
月
13
～
15
日
に
ト
ル
コ
・
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
市
で
「Building O

rganic 
Bridges

（
有
機
の
橋
を
架
け
よ
う
）」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
81
カ
国
か
ら
約

９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は

基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
全
体
会
議
の
他
、

世
界
の
有
機
農
業
の
現
状
や
将
来
展
望
に

つ
い
て
議
論
す
る
総
合
会
議
、研
究
会
議
、

実
践
者
会
議
、
各
種
団
体
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
分
か
れ
て
多
く
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
徐
会
連
博
士
（
農

業
試
験
場
副
場
長
）
が
研
究
会
議
で
、「
種

芋
の
切
り
口
へ
の
微
生
物
資
材
の
接
種
に

IFOAM 世界大会レセプションでの優秀
ポスター賞表彰（右から６人目が当セン
ターの徐会連博士）

優秀ポスター
賞の表彰状

中国有機農業と自然農法国際フォーラム
での、当センター理事長による自然農法
研究開発に関するプレゼンテーション

ＡＰＮＡＮ会議参加者による記念撮影

よ
る
馬
鈴
薯
生
育
の
改
善
」
と
題
し
た
口

頭
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ
く
徐
博
士

ら
の
「
落
花
生
の
有
機
栽
培
で
胚
軸
露
出

に
よ
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
と
旱
生
原
理
の
応

用
」
と
題
し
た
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
優
秀
ポ

ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し
、
10
月
14
日
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
の
世
界
大
会
は
２
０
１
７

年
11
月
に
、
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

中
国
有
機
農
業
と
自
然
農
法　

　
　
　
　
　

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
中
国
国
内
で
活
躍
す

る
有
機
農
業
研
究
者
や
技
術
者
、
政
府
関

係
者
ら
と
共
に
「
中
国
有
機
農
業
と
自
然

農
法
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
中
国
で
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
は
８
月

９
～
10
日
に
、北
京
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
中
国
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員
約
20
名
の
ほ
か
、
政
府

機
関
・
大
学
・
企
業
の
関
係
者
ら
約
30
名
、

進
行
ス
タ
ッ
フ
15
名
と
来
賓
の
総
勢
約
70

名
が
参
加
し
、「
安
全
な
食
品
の
生
産
確

保
、
生
態
環
境
の
保
護
、
農
牧
業
の
持
続

発
展
の
促
進
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
発
表
や

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆

　

自
然
農
法
の
海
外
普
及
は
、
財
団
と
協

定
を
締
結
し
た
ブ
ー
タ
ン
、
ラ
オ
ス
を
は
じ

め
Ａ
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｎ
会
議
に
参
加
す
る
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
国
々
に
加
え
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
フ
リ
カ
の
ア
ン
ゴ
ラ
等

へ
も
拡
が
っ
て
い
ま
す
。　
（
大
久
保  

秀
彦
）


